





稿は，2011年 9 月に実施した第 3 回目となる現地実態調査の報告後編であり，2009年度調
査の報告書から通算して第 6 号にあたる。
　本稿は，本研究全体の概略及び韓国現地実態調査の概要（第 1 章），「ソル・ドンフン氏」
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　各執筆箇所の文責は，第 1 章及び第 3 章が佐藤潤一，第 2 章が大谷晋也，第 4 章が新矢
麻紀子，第 5 章が春原憲一郎である。
２．ソル・ドンフン氏











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































れ以下の人もいる。たとえば，正常なやり方をとると来韓に 2 〜 3 年かかるので，ブロー
カーを通じて早く入国したいと思う人がいる。ブローカーの手数料が3,000万ウォンぐら
いだと推定される。すると，大きな借金を抱えて仕事に就くことになる。雇用許可をとっ
ても， 5 年（注：法務部の話では 4 年10か月）しか滞在できない。 5 年の間に借金を返す
のは難しい。仕方がなく満了後にも残って低賃金でも働くということになる。（あとで質
問に答えて：正式ルートは安いが，国によって違う。ベトナムは国自体がブローカーのよ














































































　Ｐ：レベル別で，レベルは 4 つ。教室が10クラス。 1 クラス10人程度。大学院の多文化
家族を専攻している人や多文化講師という有資格者のボランティアなどが担当している。
多文化講師資格は，大学で課程を修了して試験を受けると取れる。
　Ｊ：どんな韓国語を教えているのか。
　Ｐ：生活で必要な言葉が多い。社長の言うことがわからないからというのが多い。韓国
語が上手になると本国に帰って有利な場合もある。労働部で現地（労働者の母国）の韓国
語ができる人の就業支援もやっている。
　Ｊ：『セリとハル』という韓国映画の中で，労働者を摘発して無理矢理引っ張っていく
人がいるがあれは何者か。
　Ｐ：法務部所属の職員だが，公務員ではなく，本来は摘発して強制連行する権限はない。
手錠をかけてもいけないし，国連から禁止されているにもかかわらず，やっている。検挙
数が法務部の実績になる。オーバーステイを犯罪予備軍だと思っているので，捕まえるの
はいいことだと思っている。その影響もあり，韓国人の中でも，そういう見方が広がって
いる。私たちの活動は同じ韓国人にわかってもらえず，なぜ犯罪予備軍を庇うのかと見な
されることも多い。
　Ｊ： 2 週間前の一斉取り締まりの時には，ネットワークを使って労働者を守るような活
動をしたのか。
　Ｐ：一応，法務部も集中取締期間の告知はするが，我々は何もできない。集団で集まる
なとか身分証明書を携帯するようにと注意する程度である。富川市でも取り締まり地区が
あるので，駅やアジア人権文化連帯の建物などに近づかないよう忠告はしているが…。
　Ｊ：収容所の中での人権問題はどうか。
　Ｐ：民間の人間は絶対入れないし，入ったことはない。法廷で証言を聞いたりしてサポー
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トするが，刑務所と変わらないらしい。
　Ｊ：国家人権委員会が収容所を厳しく監視しているという話を昨年聞いたが，その通り
か。
　Ｐ：あまり聞かない。報告書の内容と当事者の話を聞くと落差があるように思う。
　Ｊ：当事者の主張との差があると詳しく調べるといっていたが。
　Ｐ：（苦笑）よくわからない。
　Ｊ：活動資金はどこから出ているのか。
　Ｐ：市からは人件費は出ないが，運営費が出ている。あとは市民からの寄付金。理解し
ている人は支援してくれるが多くはなく，割合は市がほとんどである。補助金を出してい
る自治体は富川市のみ。それでも，アジア人権文化連帯はもらっていない。
　Ｊ：暴動のリスクについて。日本も 2 世の時代に入っているが，暴動が起きる感じはし
ない。それを感じるとすればなぜか。
　Ｐ：危機意識はいろいろ感じる。安山で 5 年前に，外国人を事業パートナーや子どもた
ちの結婚相手，隣人としてどう思うか，というアンケート調査をした。 5 年後に同じアン
ケートをしたが，好感度と警戒感が逆転し，警戒感が増加していた。外国人が増え始めて
不安感や恐怖心が上昇している。実数が増えているかどうかは不明だが，マスコミで未登
録者の犯罪報道が目立つようになり，法務部で取り締まりや弾圧が増えてきた。イスラム
教の人たちは周りの人たちと混ざらないケースが多く，一般人も恐怖の先入観を持ち始め
ている。それが社会問題や偏見を呼び，暴動につながりかねないと感じている。（以下，
板書して，説明。Aが韓国で，ＢとＣが外国人の国）
A+B+C=A（同化）
A+B+C=A/BC（BCがAを利用）
A+B+C=X, Y（雇用主と被雇用者の関係）
A+B+C=D（新たな創造）。これが理想である。
　その後，多文化フェスティバルや多文化教育，無料診療所や職業訓練，ミャンマーでの
サッカー大会や難民村等の活動の映像を見た後，スタッフを紹介してもらい，施設内を見
学した。
 以上
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